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御お
ん

書し
ょ

留ど
め　

　
　
　
　

    

当
館
蔵

古
来
、
鷹
は
為
政
者
の
権
威
を
象
徴

す
る
も
の
で
し
た
。
江
戸
時
代
に
は
、

徳
川
将
軍
と
大
名
が
多
く
の
鷹
を
所
有

し
、
鷹
を
使
う
狩
猟
で
あ
る
鷹た

か

狩が

り
を

特
権
と
し
て
行
い
ま
し
た
。
彦
根
藩
井

伊
家
の
場
合
、
参
勤
交
代
で
江
戸
か
ら

彦
根
に
帰
国
す
る
時
に
将
軍
か
ら
「
御お

鷹た
か

」
を
拝
領
し
ま
し
た
。
こ
の
「
御お

ん

書し
ょ

留ど
め

」
は
、
鷹
の
管
理
に
つ
い
て
藩
主
が

鷹た
か

頭と
う

取ど
り

役や
く

ら
の
役
人
に
命
令
し
た
文
書

の
留
帳
で
す
。
寛
保
元
年
（
一
七
四
一
）

の
記
事
に
は
、
将
軍
か
ら
拝
領
し
た
五

羽
を
始
め
、
所
有
す
る
十
一
羽
の
鷹
の

名
前
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。「
会あ

い

津づ

高た
か

原は
ら

山や
ま

雁か
り

捉と
り

大お
お

鷹た
か

」
な
ど
、
鷹
の
出
所
地

と
そ
の
鷹
が
捕
ら
え
た
鳥
の
種
類
に
基

づ
き
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。名
前
か
ら
、

鷹
の
多
く
が
弘ひ

ろ

前さ
き

藩は
ん

な
ど
の
東
北
地
方

の
諸
藩
か
ら
献
上
・
進
呈
さ
れ
た
鷹
で

あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

展覧会
情報

漆し

つ

芸げ

い

の
精せ

い

華か

　
　

  

― 

江
戸
時
代
を
中
心
に 

―
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― 
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ほ
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―
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●
●　

常
設
展
示　

●
●

―
彦
根
藩
井
伊
家
伝
来
の
大
名
道
具
を
中
心
に
八
〇
点
あ
ま
り
を
展
示
―　

展

示

案

内

 

ほ
ん
も
の
と
の
出
会
い

 

12
月
～

月
３

展
示
室
１

テ
ー
マ
展

11
27

（水）

12
22

彦
根
藩
井
伊
家
の

　
　
　
　
　
　

 　

鷹た

か

狩が

り

鷹
狩
り
と
は
、
飼
い
慣
ら
し
た
鷹
を
使
っ

て
鳥
な
ど
の
獲
物
を
捕
ら
え
る
狩
猟
の
一
つ

で
す
。
彦
根
藩
井
伊
家
の
当
主
は
、
徳
川
将

軍
か
ら
鷹
を
拝は
い

領り
ょ
う

し
、
鷹
狩
り
を
行
い
ま
し

た
。
井
伊
家
は
、
陸
地
で
の
鷹
狩
り
だ
け
で

は
な
く
、
琵
琶
湖
の
内
湖
で
船
か
ら
の
鷹
狩

り
も
行
っ
て
い
ま
す
。
近
江
の
自
然
環
境
に

即
し
た
か
た
ち
で
行
わ
れ
た
鷹
狩
り
に
つ
い

て
、
具
体
的
な
様
子
や
特
徴
を
古
文
書
か
ら

紹
介
し
ま
す
。

■
日
時　

11
月
30
日
（
土
）
11
時
～
、
14
時
～

■
講
師　

竹
内 

光
久
（
当
館
学
芸
員
）

　

＊�

関
連
講
座
を
開
催
し
ま
す
。（
４
頁
参
照
）

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

　

鷹
狩
り
に
関
す
る

　
　

   

藩
主
の
指
示
書

　
　

   （
井
伊
直
惟
書
下
）

（日）

展
示
室
１

テ
ー
マ
展

1
1

（水･祝）

1
26

（日）

蓬ほ

う

　
ら

い莱 

― 

寿
こ
と
ほ

ぎ
の
文
様 

―

■
日
時　

1
月
4
日
（
土
）
11
時
～
、
14
時
～

■
講
師　

奥
田 

晶
子
（
当
館
学
芸
員
）

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

蓬ほ
う

莱ら
い

山さ
ん

は
、
古
代
中
国
の
神し
ん

仙せ
ん

思し

想そ
う

で
説

か
れ
た
仙
境
の
一
つ
で
、
不
老
不
死
の
仙
人

が
住
む
山
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

蓬
莱
伝
説
は
日
本
で
も
古
く
か
ら
知
ら

れ
、
蓬
莱
を
描
い
た
図　
　
　
　
　
　
　
　

や
文
様
は
、
瑞
祥
を
示　
　
　
　
　
　
　
　

す
意
匠
と
し
て
愛
さ
れ　
　
　
　
　
　
　
　

て
き
ま
し
た
。

本
展
で
は
、
婚
礼
調　
　
　
　
　
　
　
　

度
や
正
月
飾
り
、
能
の　
　
　
　
　
　
　
　

道
具
な
ど
に
表
さ
れ
た　
　
　
　
　
　
　
　

蓬
莱
の
意
匠
を
紹
介
し
、　　
　
　
　
　
　

新
年
を
寿
ぎ
ま
す
。

中
啓　

    　
　

 

金
地
蓬
莱
図

展
示
室
１

特
別
公
開

江
戸
時
代
、
大
名
家　
　
　
　
　
　
　
　

で
は
、
姫
君
の
婚
礼
に　
　
　
　
　
　
　
　

際
し
て
、
調
度
や
雛
道　
　
　
　
　
　
　
　

具
な
ど
の
道
具
一
式
を　
　
　
　
　
　
　
　

調
え
て
婚
家
に
持
参
す　
　
　
　
　
　
　
　

る
慣
わ
し
が
あ
り
ま
し

た
。
安あ
ん

政せ
い

五
年
（
一
八
五
八
）、
井
伊
家

十
三
代
直な
お

弼す
け

の
息
女
弥や

千ち

代よ

(

一
八
四
六
～

一
九
二
七)

が
、
高た
か

松ま
つ

藩は
ん

松ま
つ

平だ
い
ら

家け

世せ
い

子し

頼よ
り

聡と
し

に
嫁
い
だ
際
に
も
、
大
揃
え
の
婚
礼
調
度
と

と
も
に
、雛
と
雛
道
具
が
調
え
ら
れ
ま
し
た
。

本
展
で
は
、
弥
千
代
の
雛
と
雛
道
具
を
、

地
元
の
旧
家
に
伝
え
ら
れ
た
古こ

今き
ん

雛び
な

や
御ご

殿て
ん

飾
り
と
と
も
に
一
挙
に
公
開
し
ま
す
。
桃
の

節
句
に
ふ
さ
わ
し
い
華
や
か
な
雛
の
飾
り
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

2
月
1
日
（
土
）
11
時
～
、
14
時
～

■
講
師　

奥
田 

晶
子
（
当
館
学
芸
員
）

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

2
1

（土）

3
3

雛ひ

な

と
雛
道
具

（火）

展
示
室
１

テ
ー
マ
展

古
来
か
ら
日
本
人
の
生
活
と
密
接
な
漆
。

漆
に
よ
る
装
飾
方
法
は
、
蒔ま
き

絵え

や
螺ら

鈿で
ん

、
彫

漆
な
ど
極
め
て
多
彩
で
す
。
特
に
江
戸
時
代

に
は
、
錫す
ず

や
陶
片
な
ど
、
様
々
な
素
材
を
用

い
た
表
現
が
生
み
出
さ
れ
、
そ
の
技
法
は
多

様
な
展
開
を
見
せ
ま
し
た
。

本
展
で
は
漆
で
彩
ら
れ　
　
　
　
　
　
　

た
、
調
度
、
楽
器
、
刀
装
、　　
　
　
　
　
　

馬
具
な
ど
、
多
岐
に
わ
た　
　
　
　
　
　
　

る
漆
芸
品
を
井
伊
家
伝
来　
　
　
　
　
　
　

品
か
ら
紹
介
し
ま
す
。
そ　
　
　
　
　
　
　

れ
ぞ
れ
の
作
品
が
持
つ
バ　
　
　
　
　
　
　

ラ
エ
テ
ィ
豊
か
な
表
情
を　
　
　
　
　
　
　

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

3
月
7
日
（
土
）
11
時
～
、
14
時
～

■
講
師　

古
幡 

昇
子
（
当
館
学
芸
員
）

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

3
7

（土）

4
7

漆し

つ

芸げ

い

の
精せ

い

華か

　
　

― 

江
戸
時
代
を
中
心
に 

―
（火）

弁
柄
叩
塗　
　
　
　

桐
紋
散
鞘
大
小
拵

2019
年

2020
年

※
12
／
9
は
休
館

鷹
の
図
（「
新
修
鷹
経
」）

蓬
莱
文
柄
鏡

弥
千
代
の
雛
道
具
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博
物
館
の
正
月
飾
り

　

年
末
に
な
る
と
、
博
物
館
で
は
能
舞
台
に

注し

連め

縄な
わ

と
鏡
餅
を
供
え
て
、
新
年
を
迎
え
る

準
備
を
し
ま
す
。
ま
た
、

井
伊
家
当
主
の
甲か
っ

冑ち
ゅ
う

に

は
、
太
刀
と
弓
を
備
え

た
具ぐ

足そ
く

飾か
ざ
り
を
施
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
武
家
の
正
月

行
事
で
あ
る
具
足
祝
に

倣
っ
た
も
の
で
す
。

　

新
春
を
彩
る
め
で
た
い
飾
り
を
、
こ
の
機

会
に
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
期
間

　

１
月
１
日（
水
・
祝
）～
１
月
10
日（
金
）

＊彦根城博物館
Facebook＊

博
物
館
で
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
ほ
か
、

Facebook

を
公
開
し

て
い
ま
す
。
展
覧
会
や

イ
ベ
ン
ト
情
報
は
も
ち

ろ
ん
、
展
示
の
見
ど
こ

ろ
、
そ
の
季
節
な
ら
で

は
の
館
内
の
様
子
も
紹

介
し
て
い
ま
す
。
ど
う

ぞ
お
見
逃
し
な
く
！

彦根城博物館  フェイスブック

研
究
余
録

金 
亀 
玉 

鶴

鷹
狩
り
の
事
前
準
備
と
村
々

　

江
戸
時
代
、
彦
根
藩
井
伊
家
の
当
主
は
、
国

元
で
鷹
狩
り
を
行
い
ま
し
た
。
訓
練
し
た
鷹
を

使
い
雁
や
鴨
な
ど
の
鳥
を
捕
ら
え
る
狩
り
で
あ

る
た
め
、
鷹
を
扱
う
鷹た

か

匠じ
ょ
う

、
鷹
が
捕
ら
え
た
獲

物
を
取
り
に
行
く
者
、
供と

も

の
者
、
当
主
の
乗
る

馬
を
曳ひ

く
者
な
ど
大
勢
が
同
行
し
ま
し
た
。
一

方
で
、
琵
琶
湖
が
近
く
、
内
湖
や
沼
が
周
辺
に

あ
る
彦
根
の
環
境
を
活
か
し
、
舟
を
使
っ
た
鷹

狩
り
を
多
く
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

例
え
ば
、「
御お

出い
で

留ど
め

」
と
い
う
、
十
二
代
当

主
で
あ
る
井い

伊い

直な
お

亮あ
き

の
側そ

ば

役や
く

に
よ
り
記
さ
れ

た
、
文
化
九
年（
一
八
一
二
）
六
月
か
ら
翌
年
四

月
ま
で
の
直
亮
の
外
出
記
録
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
に
よ
る
と
十
月
九
日
の
直
亮
は
、
午
前
四
時

に
表
御
殿
を
出
発
し
、
彦
根
城
内
の
船
着
き
場

か
ら
舟
に
乗
り
、
城
の
北
側
に
あ
っ
た
入い

り

江え

内な
い

湖こ

、
矢や

倉ぐ
ら

川が
わ

で
鷹
狩
り
を
し
て
、
米
原
へ
移
動

し
て
い
ま
す
。
御
屋や

形か
た

船ぶ
ね

や
御
鷹た

か

野の

船ぶ
ね

と
い
う

舟
な
ど
複
数
の
舟
を
用
意
し
、
御
供と

も

船ぶ
ね

と
い
う

供
を
す
る
人
た
ち
が
乗
る
舟
を
従
え
、
鷹
狩
り

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
直
亮
は
、
各
所
で
舟
の
上

か
ら
鷹
を
放
ち
、
こ
の
日
は
、
小
鷺
一
羽
と
小

鴨
二
羽
を
捕
獲
し
ま
し
た
。

　

鷹
狩
り
を
行
う
に
は
、
色
々
な
準
備
が
必
要

で
し
た
。
鷹
の
餌
を
調
達
し
、
鷹
の
体
調
を
管

理
す
る
日
常

的
な
飼
育
は

も
ち
ろ
ん
、

鷹
が
獲
物
を

捕
ら
え
る
よ

う
に
訓
練
す

る
こ
と
は
欠

か
せ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
鷹
狩

り
を
行
う
場

で
あ
る
鷹
場

を
事
前
に
見
回
っ
て
獲
物
と
な
る
鳥
が
い
る
か

ど
う
か
を
確
認
す
る
必
要
も
あ
り
ま
す
。

　

加
え
て
、
舟
を
使
う
鷹
狩
り
に
は
、
こ
れ

ら
以
外
の
準
備
が
必
要
で
し
た
。
安
政
六
年

（
一
八
五
九
）の
餌え

割わ
り

方か
た（

鷹
の
餌
を
調
達
・
管
理

す
る
彦
根
藩
の
役
所
）か
ら
御
舟ふ

な

方か
た（

藩
内
の
舟

や
湖
で
の
漁
を
所
管
す
る
彦
根
藩
の
役
所
）へ

の
依
頼
状（
写
真
１
）で
は
、
明
日
か
ら
始
ま
る

鷹
狩
り
に
備
え
、
魞え

り

漁り
ょ
う
を
す
る
者
に
魞え

り

と
杭く

い

を

取
り
払
う
よ
う
命
令
し
て
ほ
し
い
と
依
頼
し
て

い
ま
す
。
魞
と
杭
が
舟
の
通
行
の
妨
げ
に
な
る

の
を
防
ぐ
た
め
で
し
ょ
う
。
餌
割
役
は
鷹
の
餌

を
調
達
す
る
の
が
本
来
の
仕
事
で
す
が
、
鷹
場

の
環
境
を
調
え
る
役
も
担
っ
て
い
た
こ
と
が
こ

の
資
料
か
ら
わ
か
り
ま
す
。
ま
た
、
弘
化
四
年

（
一
八
四
七
）
十
月
に
は
、
礒
・
筑ち

く

摩ま

・
松
原
三

か
村
の
役
人
が
彦
根
藩
の
船
奉
行
に
、突
き
網
、

引
き
網
等
の
漁
は
し
な
い
よ
う
自
村
の
漁
師
に

言
い
聞
か
せ
る
、
自
分
た
ち
も
見
回
る
と
誓
約

し
て
い
ま
す（
写
真
２
）。
こ
れ
は
、
こ
の
年
の

春
の
鷹
狩
り
の
際
に
漁
師
に
よ
る
内
湖
で
の
漁

が
障
り
と
な
り
、
鷹
狩
り
の
時
に
は
漁
を
見
合

わ
せ
る
よ
う
に
船
奉
行
か
ら
村
に
厳
し
く
命
じ

ら
れ
た
こ
と
を
受
け
て
の
も
の
で
し
た
。
突
き

網
猟
は
鳥
を
捕
ら
え
る
も
の
な
の
で
当
然
で
す

が
、
魚
を
捕
ら
え
る
引
き
網
も
鷹
狩
り
の
支
障

に
な
る
と
考
え
ら
れ
た
よ
う
で
す
。
引
き
網
漁

を
す
る
際
の
波
や
音
が
水
鳥
を
驚
か
せ
る
か
ら

だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

藩
主
の
鷹
狩
り
の
た
め
に
、
右
で
見
た
よ
う

に
、
鷹
場
周
辺
の
村
々
の
生せ
い

業ぎ
ょ
う

の
規
制
に
ま
で

及
ぶ
様
々
な
準
備
が
行
わ
れ
た
の
で
す
。
鷹
狩

り
の
実
施
過
程
全
体
に
注
目
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
鷹
狩
り
が
大
名
の
遊ゆ

う

興き
ょ
う

や
儀ぎ

礼れ
い

の
世
界
だ

け
に
止
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
広
く
地
域
の

村
々
の
生
活
に
も
影
響
を
与
え
る
も
の
で
あ
っ

た
こ
と
が
見
え
て
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

    （
竹
内
光
久
）

写
真
２　

磯
村
庄
屋
庄
平
等
請
書

写
真
１　

御
餌
割
方
依
頼
状
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彦
根
城
博
物
館
の
学
芸
員
は
、
各
自
の
研
究
テ
ー

マ
や
担
当
す
る
テ
ー
マ
展
な
ど
に
沿
っ
て
、
調
査
・

研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
展
示
の
内
容
や

自
ら
の
研
究
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
学
芸
員
が
わ
か
り

や
す
く
解
説
し
ま
す
。

①
テ
ー
マ
展

　
「
彦
根
藩
井
伊
家
の
鷹た

か

狩が

り
」
関
連
講
座

■
日
時
・
演
題
・
講
師

　

12
月
14
日
（
土
）
14
時
～
15
時
30
分

　
「
江
戸
時
代
の
鷹
狩
り
」　　
　
（
竹
内
光
久
）

■
内
容

　

江
戸
時
代
、
彦
根
藩
井
伊
家
の
当
主
は
、
将
軍
か

　

ら
拝
領
し
た
鷹
を
使
っ
て
、
藩
領
に
お
い
て
鷹
狩

　

り
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
具
体
的
な
様
子
や
特
徴

　

を
古
文
書
か
ら
明
ら
か
に
し
ま
す
。

②
私
の
研
究
最
前
線

　
「
彦
根
藩
の
武
具
制
作
と

　
　
　
　
　
　
　
　

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
事
情
」

■
日
時
・
演
題
・
講
師

　

1
月
18
日
（
土
）
14
時
～
15
時
30
分

　

第
１
講
「
井
伊
家
と
甲か

っ

冑ち
ゅ
う

師し

」　
（
古
幡
昇
子
）

　

2
月
22
日
（
土
）
14
時
～
15
時
30
分

　

第
２
講
「
彦
根
藩
の
御お

ん

細さ
い

工く

所し
ょ

」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
渡
辺
恒
一
）

　

3
月
21
日
（
土
）
14
時
～
15
時
30
分

　

第
３
講
「
足あ

し

軽が
る

の
武
具
」　　

 

（
北
野
智
也
）

■
内
容

　

彦
根
藩
で
は
、
甲
冑
を
は
じ
め
、
鎗
や
弓
な
ど

　

の
武
器
類
を
含
む
武
具
の
制
作
お
よ
び
管
理
を

　

ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
本

　

講
座
は
３
回
に
わ
た
っ
て
、
井
伊
家
の
甲
冑
制

　

作
・
修
繕
を
担
当
し
た
甲
冑
師
、
武
具
や
施
設

　

の
維
持
を
職
務
と
し
た
御
細
工
所
、
鉄
砲
組
や

　

弓
組
を
構
成
し
、
治
安
維
持
も
担
っ
た
足
軽
の

　

武
具
管
理
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

①
・
②
共
通
事
項

■
会
場

　

当
館
講
堂

■
定
員

　

各
60
名

■
資
料
代

　

各
１
０
０
円

■
受
付

　

当
日
受
付

　
（
先
着
順
、
講
座
の
30
分

　

  

前
受
付
開
始
）

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

催
し

12
月
～

月

　

彦
根
城
博
物
館
は
、
令
和
二
年
二
月
十
一
日

に
開
館
三
十
三
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　

当
日
は
、ご
観
覧
の
皆
様
に
記
念
品
を
く
じ

び
き
で
贈
呈
い
た
し
ま
す
。記
念
品
は
、博
物
館

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
や
、彦
根
市
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
・
ひ
こ
に
ゃ
ん
の
グ
ッ
ズ
な
ど
様
々
で
す
。

　

三
十
三
周
年
の
記
念
日
に
は
、
ご
観
覧
と
と

も
に
、
く
じ
び
き
に
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

■
日
時　

2
月
11
日
（
火
・
祝
）

　
　
　
　
　

8
時
30
分
～
17
時
00
分

　
　
　
　
　
　
（
記
念
品
が
無
く
な
り
次
第
、
終
了
）

■
会
場　

当
館
脇
見
所

　

＊
く
じ
び
き
へ
の
ご
参
加
は
、
ご
観
覧
の
方

　
　

の
み
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

＊
記
念
品
の
内
容
は
、
当
日
公
開
し
ま
す
。

講
座

３

 
9
月　
　
　

休　

館

2月 1月 12月
4
土

3/
5・6

展示替により一部休室

14
土

雛と雛道具
2/1 ～3/3

テーマ展

漆芸の精華
―江戸時代を中心に―

3/7 ～4/7

テーマ展

彦根藩
井伊家の
鷹狩り
～12/22

テーマ展テーマ展

蓬莱
―寿ぎの文様―

1/1 ～1/26

 

4
水　
　
　

休　

館

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

蓬
莱
―
寿
ぎ
の
文
様
―

常設展示　“ほんもの”　

1
土

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

雛
と
雛
道
具

7
土

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

漆
芸
の
精
華

　
　
　

 

―
江
戸
時
代
を
中
心
に
―

3月

12/
23・24

展示替により
一部休室

講
座

「
江
戸
時
代
の
鷹
狩
り
」

広
小
路
御
屋
敷　
　
　

付
人
用
状　
　

　

細
工
奉
行
宛

開
館
記
念
日
く
じ
び
き

 

25
水 

～
31
火　
　

休　

館

18
土

講
座

「
井
伊
家
と
甲
冑
師
」

 

27
月 

～
31
金　
　

休　

館

22
土

講
座

「
彦
根
藩
の
御
細
工
所
」

21
土

講
座

「
足
軽
の
武
具
」

開
館
記
念
日

11
火・祝

  との出会い


